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　三田の独文（1）116

三
田
の
独
文

―

黎
明
期
の
星―

小
名
木
榮
三
郎

　

か
つ
て
明
治
四
〇
年
代
半
ば
の
三
田
山
上
に
は
、
軍
医
総
監
・

森
鴎
外
が
文
学
科
に
出
講
し
、
従
卒
を
し
た
が
え
て
、
馬
上
悠
然

た
る
勇
姿
を
見
せ
て
い
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
ダ
ン
デ
ィ
ー

な
青
年
作
家
・
永
井
荷
風
が
「
三
田
文
学
」
を
主
宰
し
、
気
鋭

の
文
学
科
教
授
と
し
て
、
颯
爽
た
る
風
貌
を
見
せ
て
登
場
し
た
の

は
、
明
治
も
終
り
の
一
九
一
〇
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
そ
の
時
代
の
頂
点
を
映
す
貴
重
な
画
像
を
思
い
浮
か
べ
る
だ

け
で
も
、
黎
明
期
の
輝
き
に
包
ま
れ
た
三
田
の
文
学
の
歴
史
は
奥

が
深
い
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

　

し
か
し
慶
應
義
塾
が
社
会
的
な
盛
名
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
大

学
令
に
よ
る
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
本
格
的
に
組
織
を
充
実
さ

せ
る
の
は
、
大
正
も
中
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
学
部
、
経
済
学

部
（
も
と
理
財
科
）、
法
学
部
、
医
学
部
の
四
学
部
体
制
で
、
社

会
的
評
価
を
さ
ら
に
高
め
て
ゆ
く
時
期
を
迎
え
た
。

　

文
学
部
に
も
史
学
、
哲
学
の
ほ
か
に
文
学
科
が
設
置
さ
れ
、
専

攻
の
領
域
も
そ
の
時
代
の
西
洋
文
化
へ
の
強
い
関
心
に
応
じ
て
、

英
文
学
、
独
文
学
、
仏
文
学
、
さ
ら
に
ま
た
一
方
で
伝
統
あ
る
中

国
文
学
の
専
攻
課
程
も
設
け
ら
れ
て
、
青
雲
の
志
を
抱
く
学
生
の

志
望
に
応
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
学
科
に
入
学
す
る
学
生
の
多

く
は
作
家
を
目
指
し
、
詩
人
へ
の
夢
に
心
を
躍
ら
せ
て
い
た
の
で
、

主
専
攻
に
一
人
深
く
沈
潜
す
る
よ
り
も
、
文
学
活
動
へ
の
情
熱
を

発
散
す
る
機
会
と
場
を
求
め
て
、
愛
好
者
同
士
の
交
流
に
身
を
投

ず
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

三
田
の
独
文
が
学
界
に
名
を
高
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
主
任

に
茅
野
蕭
々
（
ち
の
・
し
ょ
う
し
ょ
う
）
教
授
を
迎
え
た
時
期
に

始
ま
る
。
昭
和
初
期
の
我
が
国
の
大
学
で
独
文
コ
ー
ス
を
持
つ
の

は
本
郷
（
上
田
整
次
）
と
京
都
（
藤
代
禎
輔
）、
そ
れ
に
三
田
と

早
稲
田
（
山
岸
光
宣
）
に
限
ら
れ
て
い
た
。
歌
人
と
し
て
知
ら
れ

た
茅
野
さ
ん
は
本
郷
の
大
学
で
独
文
学
研
究
を
重
ね
、
ゲ
ー
テ
研

究
の
成
果
を
三
田
で
展
開
し
た
。
そ
の
浩
瀚
な
大
著
『
ゲ
ョ
エ
テ

研
究
』（
第
一
書
房
・
昭
和
七
年
初
版
、
昭
和
八
年
学
生
版
刊
）

に
ま
と
め
て
世
に
問
う
た
内
容
の
骨
子
は
、
昭
和
初
期
の
五
年
か

ら
八
年
頃
に
、
三
田
の
学
生
を
前
に
数
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ

た
講
義
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
詩
人
の
厖
大
な
作
品
内
容
を
生
涯
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の
歩
み
と
共
に
解
説
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
諸
家
の
研
究
を
取
り

上
げ
、
論
評
し
た
画
期
的
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
名
講
義
を
聴
く

機
会
を
得
た
学
生
の
中
に
い
た
の
が
一
ノ
瀬
恒
夫
さ
ん
で
あ
っ
た
。

戦
後
に
自
ら
も
こ
の
詩
人
像
を
語
る
立
場
に
な
る
と
、「
茅
野
先

生
の
講
義
で
は
こ
の
点
を
力
説
さ
れ
て
い
た······

」
と
、
常
に
先

生
へ
の
尊
敬
の
念
を
込
め
て
私
た
ち
に
語
っ
て
い
た
の
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
一
ノ
瀬
恒
夫
さ
ん
は
茅
野
先
生
の
影
響
の
も
と
、
そ
の

後
も
ゲ
ー
テ
、
ロ
マ
ン
派
詩
人
の
研
究
を
続
け
、
特
に
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
の
小
説
を
翻
訳
し
、『
愛
の
泉
』
の
題
名
で
戦
後
に
上
梓
し

た
。（『
勇
敢
な
る
カ
ス
パ
ー
ル
と
美
し
い
ア
ン
ナ
ー
ル
』、『
旅
書

生
の
記
録
よ
り
』
思
索
社
一
九
四
八
年
）
一
ノ
瀬
さ
ん
は
後
に
日

吉
の
新
制
高
校
設
立
に
尽
力
し
、
初
代
小
池
隆
一
校
長
を
補
佐
す

る
副
校
長
と
し
て
、
塾
高
の
基
礎
を
固
め
た
。
そ
の
後
は
法
学
部

教
授
に
就
任
と
共
に
、
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
文
学
の
指
導
の
傍
ら
、

一
貫
し
て
ゲ
ー
テ
お
よ
び
抒
情
詩
の
研
究
に
取
り
組
み
、『
ド
イ

ツ
詩
学
入
門
』（
大
学
書
林
一
九
六
五
年
）
を
残
し
て
い
る
。
例

証
に
富
む
こ
の
書
に
は
、
青
年
期
か
ら
白
秋
ば
り
の
詩
作
を
楽
し

ん
だ
成
果
の
投
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
慶
應
義
塾
・
独
逸
語
主
任
の
向
軍
治

（
む
こ
う
・
ぐ
ん
じ
）
の
去
っ
た
後
、
開
設
早
々
の
独
文
か
ら
巣

立
っ
た
の
は
加
藤
元
彦
さ
ん
で
あ
る
。
戦
前
は
予
科
で
ド
イ
ツ
語

を
担
当
し
、
戦
後
は
義
塾
復
興
期
に
独
文
の
再
建
に
努
め
た
。
京

都
大
学
の
成
瀬
無
極
教
授
を
塾
に
招
聘
し
、
そ
れ
と
同
時
に
三

田
に
本
拠
を
移
し
た
成
瀬
会
長
の
「
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
」
の
理
事

と
な
り
、
慶
應
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
の
窓
口
の
役
割
を
果
た

さ
れ
た
。
ま
た
創
設
期
の
「
日
本
独
文
学
会
」
に
も
理
事
と
し
て

参
画
さ
れ
た
。
ま
た
塾
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
大
学
通
信
教
育

部
」
の
事
務
長
と
し
て
、
部
内
お
よ
び
対
外
関
係
を
調
整
し
、
大

学
に
お
け
る
「
通
信
教
育
課
程
」
の
基
礎
と
な
る
体
制
を
固
め
た
。

教
材
の
作
成
と
配
本
、
面
接
授
業
お
よ
び
出
張
試
験
の
運
営
な
ど
、

す
べ
て
一
か
ら
の
手
探
り
の
仕
事
で
あ
り
、
し
か
も
他
大
学
と
の

協
調
と
慶
應
の
独
自
性
の
維
持
に
努
め
た
功
績
は
逸
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
戦
前
の
昭
和
の
時
期
に
独
文
を
専
攻
し
た
学
生
の
中

か
ら
は
、
淵
田
一
雄
さ
ん
、
村
田
碩
男
さ
ん
、
高
橋
文
雄
さ
ん
の

名
も
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
黎
明
期
の
独
文
コ
ー
ス
で
研
究
を

深
め
、
三
田
の
ド
イ
ツ
文
学
研
究
誌
「
ブ
ル
ン
ネ
ン
」
に
成
果
を

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
「
エ
ル
ン
テ
」（
本
郷
）、

「
カ
ス
タ
ー
ニ
エ
ン
」（
京
都
）
と
並
ぶ
高
級
文
学
研
究
誌
で
あ
っ

た
。（
日
吉
の
旧
ド
イ
ツ
語
合
同
研
究
室
で
焼
失
を
免
れ
た
同
誌
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　三田の独文（3）

を
私
も
見
か
け
た
。
同
学
社
『
ラ
テ
ル
ネ
記
年
号
Ｉ
』（
昭
和
五

九
年
）S.202

参
照
）
こ
れ
ら
の
方
々
は
塾
を
卒
業
さ
れ
て
か
ら

は
、
戦
時
色
を
強
め
て
い
っ
た
こ
の
時
代
に
、
ド
イ
ツ
語
を
生
か

し
た
仕
事
に
携
わ
り
、
外
務
省
の
嘱
託
を
務
め
る
と
か
、
翻
訳
も

な
さ
っ
た
よ
う
だ
が
、
パ
ウ
ル
・
ハ
イ
ゼ
：
淵
田
一
雄
訳
『
忘
れ

ら
れ
ぬ
言
葉
』（
岩
波
文
庫
；
昭
和
一
一
年
刊
）
も
そ
の
成
果
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
戦
後
の
ヘ
ッ
セ
研
究
で
国
際
的
に
知

ら
れ
る
井
手
賁
夫
さ
ん
も
、
戦
前
の
三
田
で
茅
野
先
生
の
指
導
を

受
け
（
昭
和
一
〇
年
卒
）、
戦
後
は
東
海
大
学
教
授
を
経
て
、
北

の
大
地
に
根
を
下
し
、
昭
和
二
五
年
か
ら
北
海
道
大
学
の
教
官
と

し
て
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
文
学
の
指
導
と
普
及
に
当
た
ら
れ
た
。

　

軍
国
主
義
の
深
ま
り
と
共
に
、
塾
の
教
師
陣
に
も
次
々
と
赤
紙

（
召
集
令
状
）
が
届
く
中
で
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
年
）
尾

崎
盛
景
さ
ん
が
独
文
専
攻
学
生
に
加
わ
っ
た
。
尾
崎
さ
ん
も
他
の

青
年
と
同
じ
く
、
応
召
に
よ
り
学
業
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
戦
地
よ
り
無
事
帰
国
し
て
卒
業
を
迎
え
た
の
は
昭
和
二
二

年
（
一
九
四
七
年
）
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
翌
年
の
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
年
）
春
に
、
小
名

木
も
独
文
の
学
生
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
。
当
時
の
独
文
教
授
陣

の
体
制
も
よ
く
知
ら
ぬ
ま
ゝ
入
学
し
た
が
、
三
田
山
上
の
塾
監
局

三
階
の
小
教
室
に
出
席
し
、
小
人
数
の
ゼ
ミ
形
式
に
よ
る
講
義
・

演
習
に
参
加
し
て
、「
独
文
専
攻
」
の
実
情
が
解
り
始
め
た
。
こ

の
時
期
の
学
園
の
状
況
は
、
終
戦
直
後
の
た
め
軍
隊
靴
姿
の
若
者

も
少
な
く
な
い
し
、
持
参
の
弁
当
も
揃
っ
て
食
べ
る
わ
け
に
い
か

な
い
苦
し
い
事
情
の
者
も
見
か
け
た
。
こ
の
よ
う
に
時
代
の
混
乱

の
収
ま
り
き
れ
な
い
事
情
が
あ
る
と
は
い
え
、
当
時
の
独
文
は
文

学
科
の
中
で
も
淋
し
い
小
所
帯
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
西

脇
順
三
郎
（
文
学
）、
井
筒
俊
彦
（
言
語
学
）、
折
口
信
夫
（
国
文

学
・
芸
能
史
）
の
諸
先
生
の
大
教
室
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
出
席
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
独
文
の
小
教
室
で
は
小
人
数
の
学
生
が

か
ろ
う
じ
て
教
室
を
維
持
し
て
い
た
。
美
学
科
の
金
田
廉
教
授

の
「
ド
イ
ツ
語
学
特
殊
」、
守
屋
謙
二
教
授
の
「
独
文
学
演
習
」

の
ほ
か
に
、
京
大
を
定
年
退
官
さ
れ
た
成
瀬
無
極
教
授
が
「
独
文

学
特
殊
」、「
近
代
独
文
学
史
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
何
と
か
屋
台
骨
を
支
え
て
く
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。「
戦
後

の
復
興
も
な
お
始
ま
ら
な
い
こ
の
時
期
の
独
文
を
、
一
人
支
え
て

下
さ
っ
た
茅
野
先
生
が
、
終
戦
直
後
の
昭
和
二
一
年
に
亡
く
な
ら

れ
、
奥
様
の
歌
人
雅
子
さ
ん
も
時
を
置
く
こ
と
な
く
後
を
追
は
れ

た
。
そ
の
空
い
た
ポ
ス
ト
を
埋
め
ら
れ
る
は
ず
の
東
大
教
授
・
木

村
謹
治
博
士
も
着
任
後
間
も
な
く
病
を
得
て
お
亡
く
な
り
に
な
っ
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た
後
に
、
よ
う
や
く
成
瀬
先
生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
、
尾
崎
さ
ん
か
ら
独
文
の
現
状
を
聞
い
た
の
は
、
学
園
生
活
に

慣
れ
始
め
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
知
っ
て
、

改
め
て
数
少
な
い
独
文
の
学
生
と
し
て
勉
学
に
努
め
る
決
心
を
固

め
た
。

　

こ
の
少
人
数
の
独
文
専
攻
学
生
の
中
心
と
な
っ
て
、
と
か
く
バ

ラ
バ
ラ
に
散
っ
て
、
夢
を
失
い
や
す
い
状
況
の
学
生
を
取
り
ま
と

め
て
く
れ
た
の
は
、
尾
崎
盛
景
さ
ん
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
代

の
淋
し
い
独
文
勢
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
尾
崎
さ
ん
の
努
力
は
、

二
〇
年
代
の
塾
の
復
興
期
を
通
し
て
続
け
ら
れ
た
。
履
修
へ
の
助

言
、
何
ご
と
も
乏
し
い
時
代
に
お
け
る
困
難
な
文
献
調
査
、
日
本

独
文
学
会
、
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
の
企
画
す
る
行
事
へ
の
献
身
的
協

力
な
ど
は
、
ど
れ
も
ま
さ
に
「
独
文
の
助
手
」
の
仕
事
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
も
ご
本
人
の
生
活
も
身
分
も
な
か
な
か
安
定
し

な
い
中
で
、
通
信
教
育
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
入
念
な
添
削
、

稿
料
の
少
な
い
原
稿
執
筆
な
ど
、
苦
労
の
多
い
こ
と
は
明
白
で
あ

っ
た
が
、
い
つ
も
尾
崎
さ
ん
は
三
田
山
上
の
ど
こ
か
で
見
か
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
授
業
に
出
席
し
て
顔
を
合
わ
す
と
き
に
は
、
同

僚
、
後
輩
へ
の
配
慮
を
絶
え
ず
口
に
し
、
積
極
的
な
「
文
学
・
語

学
の
研
究
」
を
説
き
勧
め
、
独
文
学
生
の
活
性
化
に
努
め
て
い
た

の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

か
よ
う
な
苦
し
い
局
面
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
塾
の
独

文
に
と
っ
て
、
成
瀬
無
極
教
授
が
昭
和
二
〇
年
代
に
果
た
し
た
影

響
力
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
京
大
時
代
か
ら
盛
名
を
馳
せ

た
教
授
の
業
績
を
必
ず
し
も
よ
く
解
し
得
な
い
若
い
学
生
た
ち
に
、

「
独
文
学
特
殊
」
の
演
習
で
は
、
剣
の
道
に
秀
で
た
痩
身
の
無
極

先
生
の
鋭
い
声
の
一
閃
が
、
教
室
の
空
気
を
一
変
さ
せ
た
。
そ

の
声
で
出
席
者
は
眼
を
覚
ま
し
、
緊
張
が
一
段
と
高
ま
り
、
教
授

の
豊
富
な
文
学
研
究
の
成
果
を
聴
き
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
で

も
忘
れ
難
い
光
景
で
あ
る
。
東
京
・
根
岸
に
生
れ
育
っ
た
成
瀬
清

さ
ん
が
生
来
の
蒲
柳
の
質
に
よ
り
、
十
歳
か
ら
剣
道
に
励
ん
だ
こ

と
、
さ
ら
に
東
京
帝
大
独
逸
文
学
科
卒
業
直
後
の
明
治
四
〇
年
七

月
か
ら
一
年
ほ
ど
慶
應
義
塾
予
科
教
授
を
務
め
た
と
い
う
、
塾
と

の
古
い
縁
に
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
知
る
と
き
、
三
田
に
お

け
る
成
瀬
さ
ん
の
存
在
が
改
め
て
輝
き
を
加
え
る
の
を
実
感
す
る
。

（『
無
極
集
』
一
九
五
九
年S.425, 499

）
そ
の
頃
に
使
わ
れ
た
テ

キ
ス
ト
の
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
伝
統
的
な
十
九
世
紀
文
学
の

粋
を
味
読
す
る
時
代
で
あ
っ
た
の
が
解
る
。（
教
科
書
版
で
入
手

可
能
な
作
品
に
限
ら
れ
て
い
た
の
が
条
件
で
あ
っ
た
。）

A
dalbert Stifter: D

er W
aldsteig, Friedrich H

ebbel: 
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　三田の独文（5）

B
arbier Z

itterlein, G
erhart H

auptm
ann: H

anneles 

H
im

m
elfahrt , Thom

as M
ann: U

nordnung und frühes 

Leid. 

　

特
に
記
す
べ
き
成
瀬
さ
ん
ら
し
い
印
象
に
残
る
講
義
は
、
ハ
ウ

プ
ト
マ
ン
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
時
で
、
名
訳
と
年
来
の
研
究
を

傾
け
た
内
容
は
往
時
の
舞
台
を
偲
ば
せ
た
。
芝
居
の
世
界
に
通
じ

た
無
極
先
生
な
ら
で
は
の
名
演
、
名
訳
に
酔
っ
た
ひ
と
時
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
外
人
講
師
と
し
て
戦
前

か
ら
長
く
、
日
本
で
ド
イ
ツ
文
化
、
ド
イ
ツ
文
学
・
語
学
を
指
導

さ
れ
たLeopold W

inkler

さ
ん
の
存
在
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
に

生
れ
育
っ
た
生
粋
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
、
特
色
あ
る
豊
な
白

髪
、
鉤
鼻
の
個
性
的
な
顔
を
大
柄
な
長
身
で
支
え
て
い
た
。
ウ
ィ

ン
ク
ラ
ー
さ
ん
は
本
質
的
に
詩
人
で
あ
り
、
同
時
に
舞
台
人
で
あ

っ
た
。
そ
の
青
年
時
代
の
夢
を
言
葉
の
端
し
端
し
に
に
じ
ま
せ
て
、

舞
台
の
上
さ
な
が
ら
に
我
々
を
指
導
し
て
く
れ
た
の
がG

oethe: 

Faust

で
あ
り
、
ま
たA

rthur Schnitzler: Liebelei

、
お
よ
び

D
er grüne K

akadu

で
あ
っ
た
。

　

Professor L. W
inkler

は
一
八
八
〇
年
一
一
月
一
〇
日W

ien

に
生
れ
、
友
人
の
招
き
に
応
じ
て
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
年
）

に
日
本
の
地
を
踏
み
、
し
ば
ら
く
ド
イ
ツ
の
一
流
の
会
社
に
勤
務

し
た
後
、
第
一
次
大
戦
中
に
文
学
と
言
語
文
化
の
研
究
を
深
め
た
。

以
来
我
が
国
の
ド
イ
ツ
語
教
育
に
携
わ
り
、
旧
制
東
京
高
校
、
慶

應
義
塾
大
学
か
ら
は
教
え
子
が
多
く
巣
立
っ
た
。
北
通
文
、
冨
山

芳
正
、
生
野
幸
吉
の
諸
氏
も
そ
の
一
端
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
日
本

に
お
け
る
体
験
を
も
と
に
し
た
抒
情
詩
の
作
品
集
を
残
し
て
い
る
。

L
eopold W

inkler: G
edichte “A

i ” E
in E

rosglück in 

Japan. 1957; Sicht und Schau in Japan. 1959; Frem
de 

und H
eim

at . 1968. Ikubundo Verlag Tokyo.

（
先
生
の
没
後

に
恩
師
を
偲
ん
で
刊
行
）

　

晩
年
は
在
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
協
会
会
長
で
も
あ
っ
た
が
、
一

九
六
二
年
四
月
、
先
生
は
八
二
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

　

私
よ
り
以
前
に
独
文
を
選
択
し
た
学
生
の
中
に
は
、
飯
田
國
男

さ
ん
、
菊
池
愼
吾
さ
ん
も
い
た
が
、
病
気
療
養
の
た
め
後
年
に
出

席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
二
人
は
後
に
塾
の
大
学
教
授
と
し
て

ド
イ
ツ
語
の
指
導
に
当
た
ら
れ
た
。
ま
た
早
川
光
雄
さ
ん
は
早

稲
田
の
露
文
に
方
向
転
換
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
同
窓
の
友
人
に

は
山
下
高
明
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
、
解
説
委
員
）、
飯
塚
周
一
（
伊
豆

新
島
出
身
で
帰
島
）、
佐
藤
徹
夫
（
旧
制
高
校
出
身
）、
高
橋
令
二

（
法
学
部
教
授
、
名
古
屋
明
徳
短
大
学
長
）、
板
垣
方
夫
、
吉
岡
南
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詩集の巻頭を飾る一葉と先生晩年の詩
Leopold Winkler：Fremde und Heimat（Ikubundo Verlag, Tokyo 1968）

111



　三田の独文（7）

海
江
（
聴
講
）、
す
こ
し
遅
れ
て
上
田
富
士
子
の
諸
君
の
名
を
挙

げ
て
お
き
た
い
が
、
神
出
鬼
没
の
人
も
い
て
、
い
ず
れ
も
学
内
で

の
交
際
に
終
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
私
と
は
独
文
で
す
れ
違
い
（
昭

和
二
八-
三
二
年
）
と
な
っ
た
の
は
矢
嶋
英
敏
氏
（
島
津
製
作
所

会
長
）
で
、
二
〇
〇
五
年
大
学
入
学
式
に
塾
員
代
表
と
し
て
、
新

入
生
に
温
か
い
激
励
の
言
葉
を
贈
り
、
成
瀬
無
極
先
生
の
謦
咳

（
け
い
が
い
）
に
接
し
た
折
の
深
い
感
動
を
語
っ
て
い
た
。
懐
の

深
い
独
文
の
コ
ー
ス
の
魅
力
を
、
こ
の
時
に
い
た
っ
て
改
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

塾
の
独
文
を
終
え
て
か
ら
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
言
語
学
を
ド
イ
ツ

の
大
学
で
教
え
る
日
本
人
教
授Ezaw

a
―
ド
イ
ツ
で
は
「
エ

ツ
ァ
ワ
」
を
知
っ
て
い
る
か
と
よ
く
聞
か
れ
た―
と
し
て
活
躍

し
た
江
沢
建
之
助
さ
ん
も
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
入
学
で
あ
っ
た
。

私
と
同
様
に
昭
和
四
年
生
れ
の
東
京
育
ち
で
、
戦
前
・
戦
中
の
昭

和
時
代
を
経
験
し
て
い
た
。
自
由
闊
達
な
発
想
の
持
ち
主
で
、
あ

ま
り
授
業
の
教
室
で
は
見
か
け
な
か
っ
た
。
し
か
る
べ
き
場
所
で

十
分
な
叡
智
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
塾
工
学
部
で
ド
イ
ツ
語

を
教
え
た
後
に
、
ド
イ
ツ
留
学
の
際
、
貨
客
船
に
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
全
巻
を
持
ち
込
ん
で
読
破
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
上
陸
後
、
陸
路

ド
イ
ツ
に
入
っ
た
と
聞
く
。
明
治
・
大
正
期
の
航
路
の
再
現
で
あ

る
。
や
は
り
そ
の
言
動
か
ら
、
三
田
に
も
、
日
本
に
も
収
ま
り
き

れ
な
い
豊
な
才
覚
の
持
ち
主
ら
し
い
と
、
器
の
違
い
を
成
瀬
さ
ん
、

尾
崎
さ
ん
と
も
改
め
て
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
で

開
花
し
た
後
の
業
績
が
示
す
と
お
り
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ド
イ
ツ
に

お
け
る
彼
の
仕
事
と
生
活
の
裏
表
を
語
り
つ
く
し
、
自
ら
の
告
白

と
日
本
の
現
状
へ
の
厳
し
い
批
判
を
ま
と
め
た
『
ド
イ
ツ
人
の
現

実
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
二
〇
〇
六
年
）
を
読
め
ば
、
次
元

の
違
う
視
点
に
誰
し
も
納
得
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
江
沢
さ
ん
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
強
烈
な
語
学
上

の
刺
激
を
与
え
た
の
は
関
口
存
男
先
生
で
あ
ろ
う
。
通
称
ゾ
ン
ダ

ン
（Sondern

に
もSonderling

に
通
じ
る
か
ら
か
）
さ
ん
は

日
本
の
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
流
の
ド
イ
ツ
語
学
研
究
に
追
随
す
る

こ
と
な
く
、
意
味
形
態
論
を
軸
と
し
た
独
自
の
関
口
言
語
理
論
で

一
家
を
成
し
た
天
才
で
あ
っ
た
。
特
に
大
学
の
講
義
一
覧
に
は
載

っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
慶
應
外
国
語
学
校
で
心
あ
る
関
口
フ
ァ
ン

に
独
特
な
語
り
口
で
、
ド
イ
ツ
語
の
本
質
を
日
本
人
に
解
り
や
す

く
、
切
り
口
鮮
や
か
に
解
説
し
て
い
た
。
私
も
昭
和
二
〇
年
代
の

夜
の
講
義
に
出
席
し
、
初
級
お
よ
び
中
級
の
文
法
説
明
と
作
品
講

読
を
聴
き
、
非
凡
な
天
才
の
鋭
い
弁
舌
に
圧
倒
さ
れ
た
の
が
、
つ

い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
来
ほ
ぼ
全
部
の
関
口
さ
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（8）

ん
の
著
作
を
読
み
、
ド
イ
ツ
語
教
師
に
必
要
な
語
学
知
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
異
端
視
さ
れ
て
い
た
こ
の
天
才
語
学
者
の
文
法

理
論
に
心
酔
し
た
淵
田
一
雄
さ
ん
は
、
そ
の
遺
志
を
継
ぐ
か
の
よ

う
に
、
同
僚
の
村
田
碩
男
さ
ん
、
後
輩
の
尾
崎
盛
景
さ
ん
と
共
に
、

慶
應
外
語
の
授
業
で
関
口
理
論
に
基
づ
い
た
ド
イ
ツ
語
の
普
及
に

努
め
た
。
そ
の
成
果
と
も
い
う
べ
き
平
易
な
解
説
を
、
さ
ら
に
三

修
社
の
ド
イ
ツ
語
雑
誌
『M

ein D
eutsch

』
に
飽
き
ず
展
開
し
、

こ
れ
に
共
鳴
す
る
三
田
お
よ
び
そ
の
他
の
語
学
研
究
者
と
の
多
年

に
わ
た
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
立

派
な
流
れ
と
な
っ
て
、
世
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ

ツ
語
の
難
問
に
対
し
て
、
関
口
理
論
か
ら
明
快
な
解
釈
を
得
る
と
、

最
後
に
は
必
ず
、「
や
っ
ぱ
り
関
口
さ
ん
と
い
う
人
は
偉
い
で
す

ね
」
と
ま
と
め
る
口
癖
が
私
に
は
忘
れ
難
い
。

　

松
本
正
夫
先
生
（
ス
コ
ラ
哲
学
・
後
に
常
任
理
事
）
に
深
く
傾

倒
し
て
い
た
江
沢
さ
ん
の
提
議
も
あ
っ
て
だ
ろ
う
か
、
高
齢
な
客

員
教
授
の
成
瀬
さ
ん
の
ほ
か
に
有
力
教
授
を
得
て
、
慶
應
義
塾
の

独
文
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
、
塾
当
局
も
動
き
出
し
た
の
は
昭
和

二
八
年
以
降
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
大
学
も
戦
後
ア
メ
リ
カ

式
の
「
新
制
大
学
」
に
脱
皮
し
、
大
学
院
の
充
実
を
図
る
よ
う
に

努
め
始
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。「
独
文
に
大
学
院
を
」
の
意
向
か

後列左：飯塚周一、飯田國男、江沢建之助、高橋令二
前列左：淵田一雄教授、成瀬無極教授、金田廉教授、山下高明、小名木榮三郎

（昭和 25年 7月第一校舎）
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　三田の独文（9）

ら
大
学
の
理
事
も
腰
を
上
げ
る
と
、
某
大
物
教
授
の
名
が
挙
が
り

始
め
た
が
、「
ほ
か
の
仕
事
に
精
出
し
て
し
ま
う
と
困
る
」
な
ど

の
意
見
も
さ
さ
や
か
れ
、
話
は
進
ま
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し

東
大
教
授
の
定
年
も
近
い
相
良
守
峯
博
士
を
お
迎
え
し
て
は
ど
う

か
の
話
に
は
反
対
者
も
な
く
、「
ほ
ん
と
う
に
三
田
に
来
て
く
れ

る
だ
ろ
う
か
」
の
心
配
が
先
行
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
文
学
部
の

小
村
実
教
授
の
提
案
も
あ
り
、
橋
本
孝
・
理
事
（
哲
学
）
が
礼
を

尽
し
て
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
頼
ま
れ
れ
ば
何
事
も
い
や
と
断
り

き
れ
ぬ
相
良
先
生
の
お
許
し
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和

二
九
年
か
ら
非
常
勤
と
し
て
ご
出
講
い
た
だ
き
、
三
一
年
に
は
正

教
授
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
こ
れ
で
三
田
の
独

文
も
新
時
代
に
合
わ
せ
て
再
生
の
方
向
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
相
良
先
生
の
回
想
録
『
茫
々
わ

が
歳
月
』（
郁
文
堂
一
九
七
八
年
）
に
詳
し
い
。（S.151ff.
）

　

こ
う
し
て
活
気
を
取
り
戻
し
始
め
た
昭
和
二
〇
年
代
後
半
に

は
、
会
長
の
成
瀬
さ
ん
と
共
に
、
京
都
か
ら
本
拠
を
東
京
に
変
え

た
「
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
」
の
年
二
回
の
行
事
も
三
田
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
尾
崎
さ
ん
を
中
心
に
若
手
が
集
ま
り
、
独
文
学

生
と
共
に
八
月
二
八
日
の
生
誕
記
念
、
三
月
二
二
日
の
追
悼
記
念

な
ら
び
に
協
会
の
総
会
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
行
い
、
ド
イ
ツ
大

使
館
関
係
者
を
迎
え
て
、
慶
應
ド
イ
ツ
文
学
会
も
看
板
に
名
を
連

ね
た
。
懇
親
会
も
三
田
山
上
の
施
設
、
第
二
研
究
室
の
「
野
口
ル

ー
ム
」
や
塾
監
局
の
「
第
三
会
議
室
」
な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

　

よ
う
や
く
相
良
守
峯
教
授
を
三
田
に
お
迎
え
は
し
た
も
の
の
、

戦
災
を
受
け
て
十
分
な
研
究
室
も
な
く
、
当
初
は
稲
荷
山
の
演
説

館
に
隣
接
す
る
第
二
研
究
室
で
、
仏
文
学
の
後
藤
末
雄
教
授
と
相

部
屋
を
願
う
こ
と
に
な
っ
た
。
文
学
部
の
先
生
方
が
集
ま
る
こ
の

第
二
研
究
室
・
二
階
の
成
瀬
さ
ん
の
部
屋
、
と
同
時
に
ま
た
相
良

さ
ん
の
研
究
室
と
も
な
っ
た
こ
の
角
部
屋
で
、
日
本
ゲ
ー
テ
協
会

の
事
務
を
尾
崎
さ
ん
や
私
も
幹
事
と
し
て
、
会
費
納
入
事
務
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
印
刷
作
成
、
郵
便
発
送
に
打
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

本
来
の
研
究
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
「
雑
用
」
に
よ
り
、
私
も

日
本
独
文
学
会
の
諸
先
生
の
活
躍
を
知
る
貴
重
な
機
会
を
得
た
。

私
に
は
そ
の
上
、
三
田
と
新
宿
で
相
良
先
生
の
薫
陶
を
受
け
る
幸

運
に
も
恵
ま
れ
、
生
涯
の
方
向
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

相
良
さ
ん
は
三
田
に
来
る
こ
と
に
な
る
と
、
ま
ず
独
文
研
究
室

の
蔵
書
の
充
実
に
努
め
始
め
た
。
三
田
の
図
書
館
に
は
、
戦
前

の
独
逸
書
は
か
な
り
買
っ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
戦
後
の
本
は
皆

無
な
の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
補
充
し
た
、
と
回
想
録
に
記
し
て
い
る
。
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（10）
（S.196

）
ま
た
書
籍
と
共
に
有
能
な
若
手
教
員
を
迎
え
る
こ
と
な

り
、
慶
應
の
ド
イ
ツ
語
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
図
っ
た
。
こ
れ
は
ま

た
新
制
大
学
の
学
生
数
増
加
、
新
学
部
創
設
の
需
要
に
応
え
る
た

め
で
も
あ
っ
た
。

　

昭
和
三
〇
年
代
中
頃
の
慶
應
ド
イ
ツ
文
学
会
の
布
陣
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

文
学
部
： 

相
良
守
峯
、
大
野
俊
一
、
塚
越
敏
、
宮
下
啓
三
：
村

田
碩
男
、
尾
崎
盛
景
、
の
ち
に
黒
岩
純
一

　

経
済
学
部
： 

後
藤
純
三
、
飯
田
國
男
、
猿
田
悳
、
中
田
美
喜
、

大
橋
孚
、
の
ち
に
鈴
木
威

　

法
学
部
： 

一
ノ
瀬
恒
夫
、
高
橋
文
雄
、
小
名
木
榮
三
郎
、
高
橋

令
二
、
深
田
甫
、
の
ち
に
鉄
野
善
資

　

商
学
部
： 

淵
田
一
雄
、
前
田
和
美
、
近
藤
逸
子
、
荒
井
秀
直
、

稲
田
拓
、
森
田
茂

　

工
学
部
： 

越
塚
信
行
、
菊
池
愼
吾
、
小
林
栄
三
郎
、
沼
崎
雅
行
、

村
田
牧
人
、
の
ち
に
井
沢
睿
子

　

医
学
部
：
栗
林
茂
、
後
藤
純
三
、
高
橋
文
雄

（
順
不
同
）

　

 〔
こ
の
ほ
か
に
も
田
中
次
郎
（
哲
学
）、
相
内
武
千
雄
（
美
学
）、

山
崎
照
雄
（
倫
理
学
）、
田
中
吟
龍
（
論
理
学
）、
金
原
三
郎

（
か
ね
は
ら
・
さ
ぶ
ろ
う
、『
慶
應
新
独
逸
語
読
本
』
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ
を
編
集
、
慶
應
義
塾
塾
監
局
刊
一
九
二
一
〜
三
六
年
）
の
諸

先
生
も
各
学
部
の
有
力
な
ド
イ
ツ
語
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
。〕

　

こ
う
し
て
「
慶
應
ド
イ
ツ
文
学
会
」
も
か
な
り
の
勢
力
と
な
り
、

昭
和
三
一
年
秋
に
着
手
し
、
数
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
ヘ

ル
マ
ン
・
フ
リ
ー
ト
マ
ン
／
オ
ッ
ト
ー
・
マ
ン
共
同
編
集
の
『
二

十
世
紀
の
ド
イ
ツ
文
学―

相
良
守
峯
監
修
・
慶
應
義
塾
ド
イ
ツ

文
学
会
訳―

』（
慶
應
通
信
昭
和
三
七
年
）
の
翻
訳
に
は
、
慶

應
関
係
者
の
ほ
か
新
任
の
若
手
の
学
者
も
総
動
員
し
て
、
そ
の
名

を
大
い
に
世
に
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
機
に
毎
年
暮
れ

に
熱
海
や
湯
河
原
で
ド
イ
ツ
文
学
会
の
総
会
を
開
き
、
相
互
の
研

究
と
協
力
の
充
実
を
図
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
独
文
に
迎
え
た
相
良
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
大
学

院
で
の
研
究
を
終
え
た
若
手
教
員
が
活
躍
を
始
め
た
頃
か
ら
、
三

田
の
独
文
は
新
た
な
飛
翔
の
時
期
へ
と
大
き
く
羽
ば
た
く
こ
と
に

な
っ
た
。 

（
筆
者
・
大
学
名
誉
教
授
）

（
和
風
と
洋
風
の
年
号
表
記
が
混
在
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
期
の

筆
者
の
時
代
感
覚
と
書
籍
の
表
示
に
基
づ
い
て
い
る
。
敬
称
略
）
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